
県北地域
サイクルツーリズム推進協議会

令和3年2月19日

第3回協議会

資料１



〈 内 容 〉

１ モデルルートの決定について

２ モデルルートの名称について

３ 利用環境の整備について

４ 情報発信・広報について

５ モデルルートの活用について
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１ モデルルートの決定について
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１-１ モデルルート（案）の試走の結果

(1) 概要
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〇第４回試走会
１）日時
令和２年11月25日（水）

午前10時から11時30分
２）目的
モデルルートの追加（案）における「ゲートウェイ
（JR那須塩原駅）からモデルルート（県道矢板那
須線 木綿畑交差点）までの区間」（約10km）に
ついて走行性の確認を行った

〇第５回試走会
１）日時
令和２年11月27日（金）

午前９時30分から12時
２）目的
モデルルートの追加（案）における「モデルルート
（県道矢板那須線 泉交差点）から八方ヶ原（大
間々台駐車場）までの区間」（約17km）について
走行性の確認や走行上の注意点等について意見
交換を行った



１-２ モデルルート（案）の試走の結果

(２)第４回試走会
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〇第４回試走会
１）日時
令和２年11月25日（水）

午前10時から11時30分
２）目的
モデルルートの追加（案）における走行性の
確認を行った

○試走会の概要
１）ルート
「ゲートウェイ（JR那須塩原駅）」 ～
「モデルルート（県道矢板那須線 木綿畑交差点）」
往復約20km
２）参加者
益子県土整備部次長、事務局 計３名

○試走者からの意見
・今回のルートは、路肩が広く、走行し易かったことも
あり、快適なサイクリングであった。
・季節柄、枯れ葉や枝、小石が落ちていたが、走行
上危険であるため、サイクリストの目線に立った、道
路の維持管理が必要である。
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宇都宮ブリッツェン：堀選手、那須ブラーゼン：柴田選手
柿沼委員、若杉委員、委員代理（矢板市）、事務局外 計13名

○各委員からの意見
・序盤から勾配がきつく、初心者にはかなり厳しいが、上級者には最高のフィールドである。このような上級者向け
のルートを追加設定することで、モデルルートの魅力向上に繋がる。
・登りは多少無理をしても命の危険はそれ程無いが、下りは無理をすると落車等により命に関わる事故に繋がる
おそれがあるため、登りで疲れている時は必ず休憩し、絶対に無理をさせないよう案内することが重要である。
・どのレベルのサイクリスト（上級者から初級者まで）が走行出来るのかを判断するための事前の情報が必要であ
る。他のルートと異なる山岳ルートであることから、距離表示等の走行中に得られる情報が提供できると良い。
・矢板市では、ヒルクライムレースをきっかけとして練習で何度も訪れてもらえるようなアプローチで誘客に繋げた
い。今後、ヒルクライマーの聖地となるよう、サービス向上や受入環境の整備などを考えなければならない。

１-４ モデルルート（案）の試走の結果
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〇第５回試走会
１）日時
令和２年11月27日（金） 午前９時30分から12時
２）目的
モデルルートの追加（案）における走行性の確認
や走行上の注意点等について意見交換を行った
○試走会の概要
１）ルート
「モデルルート（県道矢板那須線 泉交差点） 」 ～
「八方ヶ原（大間々台駐車場） 」 片道約17km
※上級者向けの上り勾配の厳しい山岳区間
２）参加者

(４)第５回試走会
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１-７ モデルルート（案）

(７)概要
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〇通過市町は、全６市町
１）大田原市、２）矢板市、
３）那須塩原市、４）さくら市
５）塩谷町、６）那須町

〇全延長約１４４kmで設定
最大標高は約１，２８０m
最小標高は約１３０m ※標高差約１，１５０ｍ

〇南北にＪＲ東北新幹線と東北本線が貫き
中央には那須塩原駅、南北には片岡駅と
黒田原駅が位置

〇ＪＲ線の東側のエリアは、那珂川や田園
の風景、社寺等の歴史や文化が魅力
西側のエリアは、那須連山や木々の中の
風景、那須高原ミルク街道沿線の酪農地
域が魅力



２ モデルルートの名称について
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２-１ モデルルート（案）の名称選定

(1) 概要等
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【概要】
「県北地域のサイクリングルートの名称を選ぼう！」
・県北地域モデルルート（案）の名称について、多く
の方に愛され、親しまれる名称選定の投票を実施
・３つの候補の中から、１つを選んで投票

【候補名】
（１）栃木県サイクリングルート “那須くるっ”
（２）栃木県サイクリングルート “ぐる那須”
（３）栃木県サイクリングルート “ナス１（イチ）”

【投票期間】
・投票時期： 令和２年12月29日（火）から

令和３年１月27日（水）まで
・投票期間： 約１ヶ月

【周知方法】
・県や市町、宇都宮ブリッツェン、那須ブラーゼン、
高坂委員、棚橋委員のホームページやＳＮＳへの掲載
・県、市町の総合窓口、各市町の公共施設や観光
協会、各道の駅でチラシの配布（約1,300部）



２-２ モデルルート（案）の名称選定
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モデルルート（案）の「名称・由来」の素案一覧

【投票方法】
・各ホームページ・ＳＮＳ・チラシ等にあるＱＲコードを読み取り専用フォームから投票
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【栃木県ホームページ】 【専用フォーム】



２-３ モデルルート（案）の名称選定の結果
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モデルルート（案）の「名称・由来」の素案一覧

【投票総数】

６５１票

【投票結果】

第１位 栃木県サイクリングルート “ナス１（イチ）” ２３９票

第２位 栃木県サイクリングルート “那須くるっ” ２１４票

第３位 栃木県サイクリングルート “ぐる那須” １９８票

【名称決定】
上記の投票結果を踏まえ、県北地域モデルルートの名称を

「栃木県サイクリングルート“ナス１（イチ）”」

に決定します。
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３ 利用環境の整備について
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３-１ 利用環境整備
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〇サイクルツーリズムを推進するため、サ
イクリストが快適に利用できる環境整備
を進める。

○県内には、「道の駅」が２０市町に２５箇
所ある。

○「道の駅」は、道路利用者のための駐
車場等の休憩施設や２４時間利用可
能なトイレ、道路情報や地域の観光情
報が得られ、地理的に概ね満遍なく設
置されていることから、全道の駅をサイ
クルステーションとして活用する。

○利用環境の向上のため、サイクルラッ
ク、空気入れ、メンテナンス工具の３点
を整備する。

道の駅位置図

２０市町に２５箇所



３-２ 利用環境整備
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○サイクルラック、空気入れ、メンテナンス工具が未整備である「道の駅」については、新規
に設置する。また、整備済みの「道の駅」についても補充する。

○サイクルラック等の設置は、サイクルラック：３基、空気入れ：マルチタイプ式（英・仏・米）、
メンテナンス工具：一式を目安とする。

○「道の駅」がサイクルステーションであることが分かる様、統一したロゴマークを設置する。
○ロゴマークは、サイクルラック、空気入れ、メンテナンス工具の設置箇所に掲示する。

【サイクルラック】
・整備済み（３基以上） ６箇所
・整備済み（２基以下） １７箇所
・未整備 ２箇所
【空気入れ】
・整備済み（マルチタイプ） ３箇所
・整備済み（２タイプ以下） １２箇所
・未整備 １０箇所
【メンテナンス工具】
・整備済み ７箇所
・未整備 １８箇所

「道の駅」の利用環境整備状況 サイクルラック等

▲サイクルラック

▼空気入れ

▲メンテナンス工具

▼バルブの種類

一般的な自転車 ロードバイク マウンテンバイク



４ 情報発信・広報について
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４-１ 情報発信・広報
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○情報発信
誰もがどこでも容易に情報が得られる様

にするため、以下の内容の情報発信を行う。
１）サイクルツーリズムのポータルサイト
（ＰＣ・スマートフォン版）

２）魅力的なモデルルートのサイクルマップ

○ポータルサイト
１）本県の観光情報サイトでアクセス数の
多い「とちぎ旅ネット」を活用

２）掲載内容
・モデルルート
・観光情報
・宿泊情報
・イベント情報
３）日本語のほか、英語による情報提供

とちぎ旅ネット トップペー
ジ

栃木県
サイクル
ツーリズム

県内の自転車情報
を一元的に提供



４-２ 情報発信・広報
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○サイクルマップ
利用者（サイクリスト）が見やすく分かりや
すいデザインとし、必要な情報掲載する。
１）掲載内容
・本県へのアクセス
・本県の概要
・モデルルート（距離、高低差（勾配））
・観光情報
・宿泊情報
・イベント情報
２）印刷仕様
・Ａ２サイズの両面
・ハードカバー付き（表紙・裏表紙）
・ミウラ折り（折りたたむとサイクルジャー
ジに入る大きさ（約11cm×8cm））

３）配布先
・道の駅
・各市町の観光協会
・沿線の観光施設等

サイクルマップイメージ



５ モデルルートの活用について
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５-１ モデルルートの活用

○県地域振興課
「ぐるとち２０２１」について

○県観光交流課
「サイクルツーリズム推進事業」について

○矢板市経済建設部 商工観光課
「県北地域モデルルートを活用した誘客策」について

○那須ブラーゼン（NASPO株式会社）
「県北地域サイクルツーリズムにおける事業実施」について

○（株）栃木プロジェクトプロ
「那須高原オールスポーツアソシエーションの取組」について
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